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風
浪
散
人
残
宮
崎
修
多
荻
生
徂
徠
と
と
も
に
、
膨
大
な
柳
沢
家
蔵
版
、
松
会
堂
刊
行
『
五
史
』（
晋
書
・
宋
書
・
南
斉
書
・
梁
書
・
陳
書
、
明
南
監
刊
本
覆
刻
、
元
禄
十
四
〜
宝
永
三
年
刊
）
の
本
文
句
読
と
正
誤
校
勘
に
あ
た
っ
た
儒
者
志
村
三
左
衛
門
幹
（
号
楊
州
）
の
名
は
、
そ
れ
を
た
ま
に
目
に
す
る
も
の
は
あ
っ
て
も
、
生
涯
の
詳
細
を
知
る
も
の
は
、
徂
徠
に
比
せ
ば
圧
倒
的
に
少
な
い
に
違
い
な
い
。
元
禄
期
、
権
を
ほ
こ
っ
た
柳
沢
吉
保
の
邸
に
集
ま
っ
て
い
た
文
人
の
一
人
と
し
て
、
今
後
『
楽
只
堂
年
録
』
な
ど
柳
沢
家
の
資
料
か
ら
、
も
っ
と
動
静
の
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
人
物
か
と
思
う
の
だ
が
、
幹
の
そ
の
大
い
な
る
学
力
を
育
て
た
の
が
江
戸
の
儒
者
、
風
浪
散
人
こ
と
中
村
信
斎
で
あ
っ
た
。
こ
の
信
斎
に
い
た
っ
て
は
、
過
去
さ
ら
に
明
ら
め
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
著
作
が
何
か
の
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
以
外
、
か
れ
に
言
及
し
た
も
の
を
見
る
の
は
、
次
の
二
件
く
ら
い
で
あ
る
。
森
銑
三
は
「
細
井
広
沢
」（「
書
苑
」
昭
和
十
六
〜
七
年
連
載
。
森
銑
三
著
作
集
第
四
巻
所
収
）
に
お
い
て
、
広
沢
の
随
筆
『
続
大
八
風浪散人残
五七
録
』（
写
本
、
所
在
不
明
）
の
中
の
、
志
村
幹
に
関
す
る
く
だ
り
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
中
に
幹
の
信
斎
門
下
だ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
筆
者
も
ま
た
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
風
浪
の
名
を
初
め
て
知
っ
た
。
孫
引
き
に
な
る
が
引
用
し
て
み
る
。
昔
知
慎
が
友
楊
州
と
号
す
る
あ
り
。
信
斎
【
旧
号
風
浪
、
又
号
霞
洞
】
門
人
に
し
て
、
博
雅
の
人
な
り
。
不
遇
に
し
て
一
生
を
終
た
り
。
故
羽
林
君
【
柳
沢
氏
】
に
仕
へ
て
、
国
君
の
前
に
候
す
る
事
知
慎
と
同
列
た
り
。
卒
後
其
弟
子
来
り
て
、
碑
の
文
を
問
侍
る
。
又
其
一
代
の
詩
文
を
も
て
来
る
。
中
に
此
作
あ
り
。
知
慎
こ
れ
を
見
て
楊
州
一
代
の
行
状
な
り
と
て
、
此
詩
を
碑
面
に
て
銘
と
す
。
志
村
楊
州
【
名
貞
幹
、
一
名
包
、
字
道
甫
、
姓
橘
、
神
宮
氏
】
官
舎
竹
瓦
廂
扁
曰
。
吾
形
維
眇
。
吾
室
乃
寛
。
吾
軀
疾
病
。
吾
心
平
安
。
幸
霑
俸
禄
。
突
亦
不
寒
。
悪
妾
醜
児
。
擁
膝
坐
囲
。
薄
酒
麁
茶
。
坐
帯
笑
看
。
種
梅
愛
花
。
喜
実
食
酸
。
暁
色
来
幌
。
夢
覚
更
残
。
箇
中
之
興
。
独
自
成
歓
。
君
恩
如
是
。
只
如
是
観
。
老
友
年
々
に
な
く
な
り
ぬ
。
太
原
の
か
な
し
み
、
ま
こ
と
に
し
か
り
。
（【
】
内
は
原
文
割
注
）
こ
の
記
事
を
紹
介
し
た
森
も
「
楊
州
の
師
事
し
た
信
斎
と
い
ふ
も
、
ま
た
私
等
の
耳
に
も
な
い
学
者
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
筆
者
も
近
世
初
期
漢
詩
史
を
考
え
る
う
え
で
、
信
斎
の
詩
の
面
白
さ
が
気
に
な
り
、
そ
れ
と
な
く
心
に
懸
け
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
既
に
そ
れ
と
は
別
の
視
点
か
ら
か
れ
に
言
い
及
ん
で
い
た
の
が
、
故
日
野
龍
夫
で
あ
る
。
日
野
は
江
戸
の
初
期
林
家
の
周
辺
、
林
読
耕
斎
、
林
梅
洞
、
人
見
卜
幽
、
人
見
竹
洞
ら
に
み
え
る
老
荘
思
想
の
浸
透
を
指
摘
し
つ
つ
、
在
野
に
も
そ
れ
が
拡
が
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
の
例
証
と
し
て
、
中
村
信
斎
の
「
読
荘
」
詩
を
引
い
た
の
で
あ
っ
た
（「
近
世
前
期
の
江
戸
詩
壇
」、
初
出
「
日
本
文
学
」
第
二
十
五
巻
九
号
昭
和
五
十
一
年
九
月
。
日
野
龍
夫
著
作
集
第
一
巻
所
収
）。
し
か
も
「
民
間
に
あ
っ
て
、
信
斎
自
身
の
言
に
従
え
ば
貧
窮
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
、
世
を
憤
る
念
か
ら
す
る
『
荘
子
』
へ
の
共
鳴
は
、
林
家
一
門
の
人
々
よ
り
痛
切
な
印
五八
象
が
あ
る
。
林
家
一
門
の
『
荘
子
』
受
容
に
は
、
憤
り
と
い
う
要
素
は
な
か
っ
た
」（
前
掲
論
文
）
と
い
う
図
式
で
比
較
し
て
い
る
。
幹
は
才
備
わ
っ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
広
沢
の
紹
介
し
た
碑
銘
か
ら
察
す
る
と
こ
ろ
、
病
身
の
ゆ
え
を
も
っ
て
世
に
名
を
残
さ
な
か
っ
た
ふ
し
が
あ
る
が
、
そ
の
師
の
風
浪
散
人
ま
た
文
学
史
上
に
消
え
て
い
っ
た
の
は
、
日
野
の
指
摘
す
る
よ
う
な
荘
子
的
隠
逸
志
向
が
も
た
ら
し
た
、
自
然
の
な
り
ゆ
き
だ
っ
た
の
か
否
か
。
筆
者
に
は
い
ま
だ
そ
れ
に
回
答
で
き
る
ほ
ど
の
準
備
が
な
い
も
の
の
、
そ
の
存
在
が
当
代
江
戸
詩
壇
に
お
い
て
い
さ
さ
か
異
彩
を
放
っ
て
い
た
が
た
め
に
、
傍
流
と
し
て
一
隅
に
押
し
や
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
言
え
よ
う
。
加
う
る
に
、
今
に
い
た
る
ま
で
そ
の
簡
単
な
履
歴
す
ら
判
然
と
し
な
い
こ
と
も
、
か
れ
が
忘
却
さ
れ
た
一
因
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
佐
賀
県
鹿
島
市
祐
徳
稲
荷
神
社
に
は
、
肥
前
鹿
島
藩
主
の
旧
蔵
書
中
川
文
庫
を
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
写
本
に
、
志
村
幹
の
撰
文
に
よ
る
中
村
信
斎
の
墓
碑
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
本
文
を
掲
げ
る
に
併
せ
て
略
註
を
加
え
、
今
ま
で
光
の
あ
て
ら
れ
な
か
っ
た
風
浪
散
人
像
明
へ
の
端
緒
と
し
た
い
。
こ
こ
に
底
本
と
し
て
用
い
た
の
は
、
中
川
文
庫
蔵
、
共
紙
表
紙
左
肩
に
「
御
製
惺
窩
文
集
序
／
惺
窩
先
生
系
譜
／
信
斎
先
生
墓
碑
銘
」
と
打
ち
つ
け
に
墨
書
さ
れ
た
写
本
一
冊
（
美
濃
版
、
黒
色
十
行
白
口
上
下
黒
魚
尾
木
版
罫
紙
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
厚
紙
の
覆
表
紙
が
あ
て
ら
れ
、
肉
太
の
墨
書
で
元
表
紙
と
同
じ
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
祐
徳
本
の
通
例
。
印
記
は
共
紙
表
紙
右
肩
に
「
中
川
／
文
庫
」
の
大
き
な
方
印
（
朱
文
）
と
、
本
文
第
一
丁
下
部
に
「
西
園
／
翰
／
墨
林
」
の
方
印
（
朱
文
）
が
捺
さ
れ
、
第
四
代
藩
主
、
鍋
島
直
郷
（
一
七
一
八
〜
七
〇
）
の
蔵
儲
に
か
か
っ
て
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
識
語
の
類
は
一
切
な
い
。
藤
原
惺
窩
関
連
の
二
文
は
、
前
者
御
製
惺
窩
文
集
序
は
、
慶
安
四
年
、
儒
を
よ
く
し
た
後
光
明
帝
の
漢
文
序
で
、
後
者
惺
窩
先
生
風浪散人残
五九
系
譜
は
享
保
二
年
の
外
冷
泉
家
藤
原
為
経
に
よ
る
漢
文
。
い
ず
れ
も
享
保
板
『
惺
窩
先
生
文
集
』
に
所
載
の
文
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
い
。
こ
れ
ら
堂
々
た
る
文
章
に
、
一
介
の
町
儒
者
で
あ
っ
た
信
斎
の
墓
碑
銘
が
肩
を
な
ら
べ
る
あ
り
さ
ま
は
、
少
し
く
均
衡
を
欠
い
た
感
も
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
の
こ
と
自
体
、
こ
の
祐
徳
写
本
が
弟
子
の
志
村
幹
の
手
沢
本
の
系
統
か
と
想
像
さ
せ
ら
れ
る
点
で
も
あ
る
。
敬
慕
す
る
先
師
の
墓
碑
銘
で
あ
れ
ば
、
儒
家
の
栄
光
を
に
な
っ
た
紳
の
文
章
と
併
記
さ
れ
て
い
て
も
違
和
感
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
後
述
す
る
が
、
直
郷
旧
蔵
本
の
中
に
は
幹
の
著
述
が
ほ
ぼ
同
様
の
罫
紙
と
書
式
で
、
他
に
も
一
、
二
部
残
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
墓
碑
銘
は
、
同
じ
く
祐
徳
稲
荷
神
社
に
蔵
さ
れ
る
幹
の
詩
文
集
『
江
武
高
儒
楊
州
先
生
道
甫
三
上
吟
』（
写
本
一
冊
、
以
下
『
三
上
吟
』
と
略
す
）
に
も
、
未
定
稿
の
形
で
見
え
る
。
こ
の
『
三
上
吟
』
と
の
異
同
は
、
後
の
略
註
で
指
摘
す
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
は
底
本
に
一
字
の
増
減
な
く
、
句
点
の
み
新
た
に
施
し
て
本
文
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
六〇
信
齋
先
生
中
村
君
之
墓
孝
子
和
立
元
録
十
四
年
辛
巳
年
八
月
十
四
日
己
卯
没
先
生
諱
興
。
字
子
文
。
姓
源
氏
。
奥
州
會
津
人
。
號
風
浪
。
自
東
海
漁
父
。
後
號
信
齋
。
其
父
芳
業
醫
。
仕
羽
林
中
郎
將
源
正
之
。
母
洛
陽
某
氏
。
先
生
為
人
質
直
剛
毅
。
慷
慨
有
英
志
。
憫
窮
亦
出
天
性
。
曾
有
一
士
人
罹
禁
錮
。
為
救
得
免
。
弱
時
官
游
于
京
師
。
博
學
多
識
。
無
書
不
讀
。
其
後
家
于
江
都
郭
外
。
所
居
號
市
霞
洞
。
學
齋
為
屠
龍
塾
。
曾
嗜
兵
法
。
得
孔
明
八
陣
眞
意
。
蓋
其
人
也
。
當
時
兵
家
者
流
與
相
語
大
驚
歎
。
先
生
以
為
。
余
落
魄
不
遇
。
曾
無
権
任
之
職
。
執
虚
器
而
談
空
事
哉
。
遂
謝
客
。
絶
口
不
談
説
兵
。
惟
聚
弟
子
。
討
論
経
史
。
遊
其
門
者
若
干
人
。
先
生
常
患
學
者
溺
時
文
習
俗
。
密
勿
頽
風
。
遂
成
一
家
之
言
。
嘗
曰
一
生
文
字
。
託
東
坡
。
天
和
壬
戌
。
韓
客
來
聘
。
先
生
雖
不
相
見
。
然
唱
和
復
。
韓
客
大
服
。
後
游
事
某
侯
。
直
言
規
戒
。
大
多
所
裨
。
平
生
甚
愛
梅
花
手
栽
吟
逍
遥
。
先
生
生
于
寛
永
辛
巳
九
月
。
没
于
元
録
辛
巳
八
月
。
嗚
呼
哀
哉
。
享
年
六
十
有
一
。
臥
病
曰
。
死
安
宅
猶
也
。
將
終
援
筆
。
題
曰
。
人
間
六
十
年
推
去
太
愴
忙
今
日
風
光
訣
明
朝
南
面
王
歴
三
日
而
葬
郭
西
廣
岳
禪
院
。
所
著
將
傳
授
抄
。
本
朝
名
將
傳
。
風
浪
前
後
集
?
續
集
。
生
男
二
。
長
和
。
次
正
知
也
。
門
人
志
村
幹
誌
風浪散人残
六一
〇以
下
、
碑
文
か
ら
本
文
の
み
を
取
り
出
し
て
、
節
を
分
け
つ
つ
愚
按
を
差
し
挟
ん
で
ゆ
く
。
先
生
諱
興
。
字
子
文
。
姓
源
氏
。
奥
州
會
津
人
。
號
風
浪
。
自
東
海
漁
父
。
後
號
信
齋
。
?先
生
、
諱
興
、
字
子
文
、
姓
源
氏
、
奥
州
会
津
の
人
な
り
。
風
浪
と
号
し
、
自
ら
東
海
漁
父
と
称
す
。
後
に
信
斎
と
号
す
。）
『
三
上
吟
』
で
は
「
号
風
浪
」
を
「
初
号
風
浪
」
に
作
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
先
に
風
浪
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
先
に
引
用
し
た
広
沢
の
『
続
大
八
録
』
で
風
浪
を
「
旧
号
」
と
し
て
い
た
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
信
斎
な
る
斎
号
使
用
は
知
命
の
年
、
元
禄
三
年
の
初
春
か
ら
の
ご
と
く
で
あ
る
。
現
在
残
る
彼
の
著
作
類
の
署
名
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
以
下
か
ら
し
て
、
中
年
よ
り
姓
を
仲
村
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
『
風
浪
紀
行
』（
延
宝
五
年
跋
刊
）
「
中
村
興
」
『
扶
桑
名
将
伝
』（
延
宝
五
年
刊
）
「
中
村
興
」
『
風
浪
集
』（
貞
享
元
年
刊
）
（
署
名
な
し
。
天
和
の
朝
鮮
通
信
使
と
の
唱
和
中
に
は
「
野
逸
仲
村
興
」
と
あ
る
）
『
風
浪
後
集
』（
貞
享
五
年
序
刊
）
「
仲
村
興
子
文
」
『
霞
洞
集
』（
元
禄
四
年
序
刊
）
「
仲
村
興
子
文
」（
序
を
「
信
斎
自
叙
」
と
題
す
）
六二
最
後
の
詩
文
集
で
あ
る
『
霞
洞
集
』
は
、
集
中
に
散
見
す
る
年
記
か
ら
考
え
て
、
ほ
ぼ
『
風
浪
後
集
』
以
後
の
作
が
収
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
三
に
元
禄
三
年
正
月
作
「
花
有
信
詩
序
」
な
る
文
が
七
絶
一
首
と
と
も
に
あ
り
、
そ
こ
に
盛
方
院
な
る
医
師
か
ら
「
風
浪
」
を
改
め
「
信
斎
」
号
を
与
え
ら
れ
た
事
情
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
引
い
て
お
こ
う
。
大
医
翁
盛
方
院
。
嘗
憐
僕
不
偶
曰
。
尓
風
浪
之
号
。
殆
非
吉
語
乎
。
宜
革
之
。
僕
曰
。
自
放
於
江
湖
。
願
終
此
生
。
先
是
偶
然
有
此
号
。
今
家
次
上
農
。
耕
無
二
頃
。
骨
肉
雖
存
。
命
僅
如
。
将
求
一
官
於
四
方
。
而
代
此
耕
労
。
請
以
吉
号
開
僕
先
途
。
翁
曰
。
聞
旧
尓
所
夢
詩
云
。
月
添
千
界
色
。
雪
帯
十
分
明
。
不
遇
梅
花
識
。
一
度
失
風
情
。
時
今
正
月
半
。
梅
花
方
報
消
息
。
且
余
所
字
子
信
也
。
以
尓
所
夢
与
余
所
字
。
号
曰
信
斎
。
僕
得
之
大
悦
帰
。（
以
下
略
）
す
な
わ
ち
風
浪
の
夢
に
見
た
梅
花
信
と
、
盛
方
院
の
字
子
信
と
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
五
十
の
齢
に
し
て
か
れ
は
ま
だ
、
世
間
か
ら
は
不
遇
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
初
号
の
方
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
最
初
の
著
作
『
風
浪
紀
行
』
の
書
名
の
由
来
を
自
ら
記
し
た
巻
末
識
語
（
延
宝
五
年
正
月
）
に
「
時
偶
有
一
夕
夢
風
浪
之
字
也
。
是
以
浪
名
曰
風
浪
紀
行
也
。
其
於
字
義
。
則
僕
亦
未
知
焉
」
な
る
い
さ
さ
か
無
責
任
な
、
し
か
も
や
は
り
夢
に
因
む
記
述
が
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
を
契
機
に
以
後
、
自
ら
風
浪
と
号
し
た
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
自
ら
号
し
た
東
海
漁
父
に
つ
い
て
は
、『
風
浪
後
集
』（
貞
享
五
年
序
刊
）
巻
二
に
、
そ
の
意
味
す
る
所
を
暗
示
す
る
七
絶
二
首
が
あ
る
。
東
海
漁
父
【
自
号
】
四
時
白
浪
四
時
秋
一
釣
青
竿
一
釣
舟
勿
謂
魚
鰕
生
計
実
三
千
六
百
是
虚
鈎
李
白
云
。
広
張
三
千
六
百
釣
。
夙
期
暗
与
文
王
親
。
又
風浪散人残
六三
曾
聞
猟
者
獲
非
熊
尤
識
漁
人
釣
是
公
自
此
江
村
一
蓑
笠
尚
吹
千
古
陽
風
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
く
だ
り
で
注
目
す
べ
き
は
、
会
津
出
身
で
あ
る
と
の
記
載
で
あ
ろ
う
。
東
奥
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
詩
文
集
か
ら
う
か
が
え
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
っ
き
り
会
津
の
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
其
父
芳
業
醫
。
仕
羽
林
中
郎
將
源
正
之
。
母
洛
陽
某
氏
。
?其
の
父
芳
、
医
を
業
と
し
て
、
羽
林
中
郎
将
、
源
の
正
之
に
仕
ふ
。
母
は
洛
陽
の
某
氏
な
り
）
そ
の
会
津
の
出
で
あ
る
理
由
は
、
か
れ
の
父
芳
が
医
師
と
し
て
会
津
の
保
科
正
之
に
仕
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。「
羽
林
中
郎
将
」
の
「
将
」
は
衍
字
か
。『
三
上
吟
』
で
は
こ
の
部
分
が
や
や
詳
し
く
「
其
父
九
八
郎
。
仕
黒
田
侯
。
後
業
医
号
芳
。
仕
会
津
中
将
源
正
之
。
母
洛
陽
某
氏
」
と
な
っ
て
い
て
父
の
俗
称
九
八
郎
と
、
会
津
以
前
に
黒
田
家
に
仕
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
医
業
は
黒
田
を
辞
し
て
後
に
会
得
し
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
こ
の
い
ず
れ
の
件
も
傍
証
す
る
資
料
を
持
た
な
い
。
会
津
藩
『
家
世
実
紀
』（
吉
川
弘
文
館
版
）
な
ど
を
通
覧
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
父
ら
し
き
人
物
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
京
都
生
ま
れ
の
母
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
分
か
ら
な
い
。『
風
浪
後
集
』
巻
三
に
あ
る
「
志
村
平
松
氏
墓
碑
銘
」
は
志
村
幹
の
母
の
墓
碑
銘
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
幹
二
十
二
歳
の
本
年
に
自
分
の
母
も
ま
た
亡
く
な
っ
た
旨
が
見
え
る
。
し
か
し
幹
の
生
没
年
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
に
、
こ
れ
が
何
年
に
あ
た
る
の
か
が
特
定
出
来
な
い
。
た
だ
こ
の
『
後
集
』
所
載
の
墓
碑
銘
は
貞
享
二
〜
三
年
作
が
多
い
。
こ
の
「
平
松
氏
墓
碑
銘
」
も
ま
た
そ
れ
ら
と
同
時
期
の
作
と
す
れ
ば
、
貞
享
二
年
と
し
て
信
斎
四
十
五
歳
、
母
の
死
も
こ
の
年
代
な
ら
ば
そ
う
不
自
然
で
も
な
い
。
信
斎
は
そ
こ
で
「
余
母
之
生
也
。
苦
辛
惟
半
而
。
不
能
奉
一
日
之
楽
」
と
、
最
六四
後
ま
で
苦
労
を
か
け
た
こ
と
を
悔
む
。
先
生
為
人
質
直
剛
毅
。
慷
慨
有
英
志
。
憫
窮
亦
出
天
性
。
曾
有
一
士
人
罹
禁
錮
。
為
救
得
免
。
?先
生
人
と
な
り
質
直
剛
毅
、
慷
慨
英
志
有
り
。
窮
を
憫
む
こ
と
も
亦
た
天
性
に
出
づ
。
曾
て
一
士
人
有
り
、
禁
錮
に
罹
る
。
為
に
救
ひ
て
免
を
得
）
『
三
上
吟
』
で
は
「
憫
窮
…
」
以
下
を
「
曾
有
一
士
人
。
罹
禁
錮
。
先
生
為
救
得
免
。
恵
孤
独
。
仁
愛
亦
出
其
天
性
」
と
す
る
。
そ
し
て
「
曾
有
〜
得
免
」
の
十
四
字
が
挿
入
の
形
を
取
っ
て
い
る
。
惜
し
む
ら
く
は
こ
の
「
一
士
人
」
を
救
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
出
処
な
い
し
詳
細
不
明
。
信
斎
の
直
話
に
よ
る
も
の
か
。
弱
時
官
游
于
京
師
。
博
學
多
識
。
無
書
不
讀
。
?弱
時
、
京
師
に
官
游
す
。
博
学
多
識
、
書
の
読
ま
ざ
る
無
し
）
『
三
上
吟
』
で
は
「
官
游
」
を
「
游
学
」
に
作
る
。
会
津
藩
命
に
よ
る
京
都
留
学
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
精
確
な
時
期
は
未
詳
。『
霞
洞
集
』
巻
四
に
は
、
青
年
時
に
京
五
条
天
神
社
で
悪
病
を
除
く
オ
ケ
ラ
餅
を
戴
く
風
習
を
見
て
、
中
華
の
遺
風
だ
と
観
察
し
た
こ
と
が
回
想
さ
れ
る
（「
餅
」）。
そ
の
京
都
遊
学
時
代
に
培
わ
れ
た
ら
し
い
博
学
多
識
ぶ
り
は
、
た
と
え
ば
諸
書
か
ら
の
抜
書
に
よ
る
随
筆
（
こ
の
部
分
は
本
書
巻
四
〜
五
に
相
当
し
、
も
と
「
筆
林
」
と
呼
ん
で
独
立
し
た
雑
抄
で
あ
っ
た
ら
し
い
）
や
、
前
半
掲
風浪散人残
六五
載
の
詩
文
に
も
出
典
付
記
の
多
い
『
霞
洞
集
』
に
は
次
の
ご
と
き
書
名
が
見
ら
れ
る
（
出
現
順
。
原
文
マ
マ
。（
）
内
宮
崎
補
記
）。
韓
非
子
荘
子
魏
志
詩
経
国
風
易
経
李
卓
吾
先
生
（
著
作
）
老
子
左
伝
礼
記
北
史
桂
海
虞
衡
志
弱
浦
菅
廟
碑
（
藤
原
惺
窩
）
武
備
史
楊
誠
斎
詩
唐
書
耕
録
本
草
淮
南
子
戒
漫
筆
遂
昌
雑
録
七
書
俊
日
本
寄
語
翰
墨
志
書
断
陸
子
淵
書
輯
宣
和
書
譜
筆
談
?
以
下
「
筆
林
」?
東
坡
（
文
）
観
音
経
陳
后
山
詩
呂
氏
春
秋
賛
寧
筍
譜
山
谷
詩
百
川
学
海
升
（
文
集
）
三
体
詩
葦
航
紀
談
漢
書
山
海
経
諾
皐
記
呉
越
春
秋
列
子
穀
梁
伝
杜
甫
詩
書
経
居
家
必
用
呉
中
歳
時
記
太
平
広
記
太
平
御
覧
珊
瑚
詩
話
歳
時
記
蒙
引
説
文
貴
耳
録
（
貴
耳
集
か
）
師
古
鶴
林
玉
露
春
風
堂
随
筆
五
燈
会
元
戦
国
策
冷
斎
夜
話
後
漢
書
五
行
志
国
語
職
原
抄
三
余
贅
筆
斉
東
野
語
庚
己
編
快
雪
堂
漫
録
胡
氏
雑
説
丹
鉛
雑
録
書
肆
説
鈴
碧
里
雑
存
聴
雨
紀
談
宦
遊
紀
聞
駒
陰
冗
記
委
巷
叢
談
暖
由
筆
金
台
紀
聞
觚
不
觚
録
震
沢
長
語
菊
坡
叢
語
緑
雪
亭
雑
言
戯
瑕
塵
余
談
剰
今
言
園
雑
記
客
坐
新
聞
中
洲
野
録
長
安
客
語
甲
乙
剰
言
五
雑
組
史
記
真
臘
風
土
記
王
建
宮
詞
邪
代
酔
説
纂
続
文
献
通
考
帰
田
録
燕
翼
謀
録
真
子
録
伝
信
記
春
明
退
朝
録
夷
俗
記
勝
野
聞
明
紀
否
泰
録
彭
公
筆
記
玉
堂
漫
筆
双
槐
歳
抄
尊
爼
余
功
公
余
日
録
意
見
識
小
編
子
元
案
垢
西
樵
野
記
維
園
鉛
摘
攬
微
言
蓬
窓
続
録
已
瘧
編
博
物
志
水
南
翰
記
投
甕
随
筆
二
酉
委
譚
も
っ
と
も
右
の
書
目
に
は
、
類
書
か
ら
の
間
接
受
容
も
混
じ
る
か
と
思
わ
れ
、
そ
の
一
々
の
吟
味
は
他
日
の
課
題
と
し
て
お
か
ね
ば
六六
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
経
史
の
本
道
よ
り
は
、
随
筆
雑
著
の
面
白
い
事
物
に
つ
い
目
が
行
く
型
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日
本
の
和
語
や
風
習
と
、
中
華
の
記
録
と
を
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
志
向
も
散
見
す
る
が
、
そ
れ
は
近
世
前
期
に
お
け
る
儒
者
の
随
筆
に
通
有
の
特
色
で
も
あ
っ
た
。
其
後
家
于
江
都
郭
外
。
所
居
號
市
霞
洞
。
學
齋
為
屠
龍
塾
。
?其
の
後
、
江
都
郭
外
に
家
し
、
居
る
所
を
市
霞
洞
と
号
し
、
学
斎
を
屠
龍
塾
と
な
す
）
『
三
上
吟
』
で
は
「
江
都
郭
外
」
を
「
武
州
江
都
廓
南
」
と
す
る
。『
風
浪
紀
行
』『
扶
桑
名
将
伝
』
の
延
宝
五
年
の
時
点
で
は
、
自
宅
を
「
軒
」
と
称
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
市
霞
洞
の
前
の
家
を
指
す
も
の
だ
ろ
う
。
元
禄
四
年
の
『
霞
洞
集
』
に
は
「
余
が
旧
居
」
な
る
表
現
も
あ
る
か
ら
、
一
度
転
居
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
信
斎
は
天
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日
の
大
火
に
遭
っ
て
い
て
、『
風
浪
後
集
』
巻
三
に
は
そ
の
罹
災
の
様
相
を
描
い
た
「
失
火
」
詩
と
引
語
が
収
ま
る
が
（
信
斎
は
「
十
一
月
廿
八
日
」
と
す
る
」）、
そ
の
引
に
「
余
所
居
。
浜
於
南
江
。
距
於
火
所
殆
十
里
許
」
と
い
う
か
ら
、
天
和
頃
は
品
川
あ
た
り
に
居
を
構
え
て
い
た
か
。
ま
た
同
じ
く
『
風
浪
後
集
』
巻
二
に
「
市
霞
洞
」
と
題
せ
る
七
絶
あ
り
。
市
霞
洞
宅
浜
南
浦
魚
為
米
貨
別
東
場
民
算
々
来
々
織
如
綺
却
嫌
丘
表
幽
人
こ
こ
か
ら
察
す
る
と
こ
ろ
天
和
期
の
自
宅
が
、
江
戸
の
南
浜
に
位
置
す
る
市
霞
洞
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東
海
道
の
喧
騒
が
聞
こ
え
て
く
る
、
け
っ
し
て
閑
静
と
は
い
え
ぬ
と
こ
ろ
に
市
霞
洞
は
あ
っ
た
。
屠
龍
塾
の
名
は
『
風
浪
後
集
』
の
自
叙
署
名
に
「
貞
享
戊
風浪散人残
六七
辰
年
書
于
屠
龍
塾
」
と
あ
る
の
が
初
出
か
。『
霞
洞
集
』
巻
二
に
は
、
正
月
二
十
八
日
（
年
未
詳
）
に
塾
生
ら
と
「
送
窮
鬼
」
の
詩
会
を
開
い
た
こ
と
が
見
え
る
。
市
霞
洞
の
家
塾
を
屠
龍
塾
と
称
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
曾
嗜
兵
法
。
得
孔
明
八
陣
眞
意
。
蓋
其
人
也
。
當
時
兵
家
者
流
與
相
語
大
驚
歎
。
先
生
以
為
。
余
落
魄
不
遇
。
曾
無
権
任
之
職
。
執
虚
器
而
談
空
事
哉
。
遂
謝
客
。
絶
口
不
談
説
兵
。
惟
聚
弟
子
。
討
論
経
史
。
?曾
て
兵
法
を
嗜
む
。
か
に
孔
明
八
陣
の
真
意
を
得
る
は
蓋
し
其
の
人
な
り
。
当
時
の
兵
家
者
流
、
与
に
相
語
り
て
大
い
に
驚
歎
す
。
先
生
以
為
ら
く
、
余
、
落
魄
し
て
不
遇
、
曾
て
権
任
の
職
無
し
、
ん
ぞ
虚
器
を
執
り
て
空
事
を
談
ぜ
ん
や
、
と
。
遂
に
客
を
謝
し
、
絶
え
て
口
に
兵
を
談
説
せ
ず
。
惟
だ
弟
子
を
聚
め
て
、
経
史
を
討
論
す
る
の
み
）
『
三
上
吟
』
で
は
「
真
意
」
に
併
記
す
る
か
た
ち
で
「
蘊
奥
」
と
記
入
し
て
あ
る
。
ま
た
「
当
時
兵
家
者
流
…
」
の
一
文
が
後
補
の
か
た
ち
に
な
っ
て
い
て
「
当
時
兵
家
者
流
与
相
語
大
屈
服
」
と
あ
る
。
た
だ
し
ど
こ
に
挿
入
す
べ
き
か
が
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
「
絶
口
不
談
説
兵
」
が
「
中
年
口
不
復
説
兵
」
に
、「
惟
聚
弟
子
。
討
論
経
史
」
が
「
惟
聚
徒
弟
。
日
談
経
史
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
逸
話
の
事
実
関
係
は
傍
証
し
よ
う
も
な
い
が
、
幹
が
こ
こ
を
記
す
に
あ
た
っ
て
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
の
が
『
霞
洞
集
』
巻
三
所
収
の
文
「
与
南
図
南
序
」（
南
図
南
に
与
ふ
る
の
序
）
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
冒
頭
。
不
佞
昔
。
青
年
嗜
兵
法
。
遇
新
戦
即
図
。
遇
古
陣
即
講
焉
。
久
而
初
知
。
古
有
節
制
之
師
也
。
雖
然
。
不
佞
落
魄
不
遇
。
而
曾
無
権
任
之
職
。
執
虚
器
而
談
空
事
哉
。
遂
謝
客
。
絶
口
不
復
言
兵
矣
。
図
南
足
下
。
志
学
遊
余
門
。
而
日
日
討
論
経
史
。
自
十
七
八
旁
読
兵
書
而
勉
焉
。
屈
指
十
年
矣
。
可
謂
苦
学
篤
志
竟
有
得
者
。（
以
下
略
）
六八
権
任
の
職
に
つ
く
こ
と
叶
わ
ざ
る
が
ゆ
え
に
、
兵
を
語
る
こ
と
を
止
め
た
師
の
志
を
受
け
継
ぐ
が
ご
と
く
、
七
書
研
究
に
邁
進
し
た
門
人
図
南
の
様
子
が
、
碑
文
で
は
弟
子
た
ち
と
の
経
史
考
究
の
描
写
に
模
様
替
え
さ
れ
て
い
っ
た
作
文
の
過
程
が
分
か
る
。
遊
其
門
者
若
干
人
。
（
其
の
門
に
遊
ぶ
者
は
若
干
人
な
り
）
『
三
上
吟
』
で
は
「
遊
」
の
後
に
助
字
「
于
」
あ
り
。
信
斎
の
門
人
は
志
村
幹
を
筆
頭
と
し
て
数
名
が
そ
の
集
に
名
を
連
ね
る
が
、
か
れ
の
収
入
の
寡
な
さ
か
ら
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、
確
か
に
人
数
は
そ
う
多
く
な
い
。
し
か
も
そ
の
素
性
は
殆
ど
明
ら
か
で
な
い
。
一
番
弟
子
の
幹
か
ら
し
て
そ
の
行
状
の
杳
と
し
て
知
れ
な
い
人
物
で
、
先
に
引
い
た
細
井
広
沢
の
述
懐
は
き
わ
め
て
貴
重
な
証
言
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
幹
自
身
に
よ
る
自
己
紹
介
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
引
い
て
お
く
。『
幹
栄
文
翰
』（
美
濃
本
写
本
一
冊
）
は
、
こ
の
碑
文
と
同
じ
く
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
本
。
同
様
の
黒
色
十
行
罫
紙
に
写
さ
れ
た
も
の
で
、
識
語
の
類
は
一
切
な
い
が
、
こ
れ
も
鍋
島
直
郷
の
命
に
よ
る
祐
筆
写
本
か
。
内
容
は
志
村
幹
が
長
崎
に
赴
い
た
際
、
長
崎
大
通
詞
林
道
栄
（
一
六
四
〇
〜
一
七
〇
九
）
と
、
面
に
と
も
な
っ
て
交
さ
れ
た
漢
文
体
往
復
書
簡
集
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
各
書
簡
の
年
期
が
ま
っ
た
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
林
道
栄
が
初
見
の
喜
び
を
詩
に
書
き
送
っ
た
も
の
に
幹
が
文
で
応
じ
た
事
が
、
書
信
往
来
の
端
緒
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
幹
の
そ
の
第
一
書
か
ら
一
部
を
左
に
示
す
。
?前
略
）
僕
姓
橘
。
族
神
宮
寺
。
名
包
。
字
道
甫
。
号
楊
州
。
又
称
幹
。
四
世
祖
。
仕
甲
陽
幕
下
。
知
信
陽
志
村
郷
。
因
以
為
氏
云
。
吾
翁
下
民
間
。
陸
沈
医
家
。
茲
行
陪
大
村
刺
史
。
徧
蓋
山
海
大
観
。
費
風
雲
。
字
未
脱
。
不
呈
梧
下
。（
以
風浪散人残
六九
下
道
栄
詩
に
次
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
わ
び
る
。
下
略
）
署
名
宛
名
は
「
晩
進
橘
包
折
拝
具
／
奉
呈
／
官
梅
林
叟
梧
右
」
と
あ
る
。
道
栄
が
官
梅
を
姓
と
し
て
使
い
は
じ
め
た
の
は
元
禄
十
二
年
以
後
と
さ
れ
（
宮
田
安
『
唐
通
事
家
系
論
』
長
崎
文
献
社
昭
和
五
十
四
年
刊
）、
こ
こ
で
は
ま
だ
号
と
し
て
呼
称
し
て
い
る
所
か
ら
し
て
、
こ
の
書
翰
も
そ
れ
以
前
の
も
の
か
。
幹
が
大
村
純
長
に
仕
え
た
在
国
の
大
村
藩
儒
で
あ
っ
た
事
は
従
来
『
日
本
教
育
史
資
料
』（
文
部
省
明
治
二
十
三
年
刊
）
に
元
禄
六
年
七
月
以
降
、
城
中
に
て
論
語
を
講
じ
た
旨
が
出
て
い
る
（
そ
こ
で
は
「
藩○
士○
志
村
三
左
衛
門
ヲ
シ
テ
」
と
あ
り
）
事
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
。
た
だ
し
、
柳
沢
家
出
仕
と
の
時
期
的
な
違
い
や
関
連
性
は
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
し
本
国
甲
斐
国
、
ま
た
信
濃
志
村
郷
を
領
し
て
い
た
こ
と
か
ら
志
村
姓
と
し
た
こ
と
が
、
こ
こ
に
始
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
姓
を
神
宮
寺
と
い
っ
た
の
は
、
広
沢
の
回
想
中
に
い
う
「
神
宮
氏
」
の
正
し
き
称
で
あ
ろ
う
。
林
道
栄
も
純
長
の
恩
顧
を
受
け
て
い
た
の
で
、
両
者
の
会
見
が
実
現
し
た
の
も
侯
の
周
旋
で
あ
ろ
う
し
、
幹
が
実
際
に
崎
陽
の
地
を
踏
ん
で
い
た
こ
と
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
証
さ
れ
る
事
実
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
幹
は
『
漫
筆
』
な
る
写
本
一
冊
の
随
筆
も
中
川
文
庫
に
残
し
て
い
る
。
但
し
こ
こ
で
は
著
者
名
「
橘
時
包
」
と
な
っ
て
い
て
、
諱
は
本
来
時
包
、
修
し
て
包
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
中
華
諸
書
か
ら
の
雑
抄
で
、
長
崎
仕
込
の
感
ぜ
ら
れ
る
内
容
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
他
日
に
期
す
。
さ
ら
に
こ
こ
で
『
風
浪
後
集
』
巻
一
の
末
尾
を
飾
る
「
寄
示
諸
秀
才
?
引
」（
七
絶
一
首
）
を
、
幹
以
外
の
か
れ
の
門
生
を
窺
う
よ
す
が
と
し
て
示
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
借
金
が
か
さ
ん
で
返
済
不
能
と
な
っ
た
信
斎
が
、
遂
に
金
主
か
ら
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
、
土
地
建
物
の
殆
ど
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
際
、
塾
中
の
門
生
ら
が
恐
ら
く
は
醵
金
し
て
師
の
危
機
を
救
っ
た
と
い
う
一
件
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
恥
と
も
思
わ
ず
詳
し
く
自
著
に
さ
ら
け
出
し
、
む
し
ろ
そ
れ
に
よ
っ
て
弟
子
た
ち
の
義
侠
心
を
不
朽
の
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
信
斎
の
信
斎
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
っ
た
。
塾
生
た
ち
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
決
起
し
て
難
を
退
け
た
の
も
、
七〇
師
の
そ
う
し
た
愛
す
べ
き
性
格
へ
の
敬
慕
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
引
語
の
前
に
列
記
さ
れ
た
「
諸
秀
才
」
二
十
人
の
名
号
は
、
こ
れ
が
総
て
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
貞
享
期
の
門
人
た
ち
の
一
覧
と
し
て
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
幹
の
名
が
な
い
の
は
、
か
れ
が
こ
の
時
す
で
に
仕
官
し
て
師
の
近
辺
に
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
寄
示
諸
秀
才
?
引
松
氏
韶
憐
南
氏
秋
毫
図
南
藤
氏
成
器
松
井
氏
清
雪
香
下
氏
蘂
梅
龍
浅
賀
氏
魚
沈
鱗
桃
井
氏
至
百
川
釈
氏
嘯
雲
高
木
氏
蓮
七
沢
沢
田
氏
白
西
山
西
林
氏
音
希
声
青
木
氏
淳
朴
北
島
氏
楡
富
春
国
氏
允
伯
升
大
室
氏
族
東
川
市
井
氏
信
夫
白
橿
氏
柄
萬
年
大
西
氏
時
蛾
子
大
西
氏
江
村
井
氏
亨
秦
川
余
曾
就
家
貸
金
。
既
而
家
業
愈
衰
。
不
能
償
之
。
家
収
債
而
不
休
。
遂
訟
於
官
。
平
生
所
居
一
畝
之
宮
。
殆
没
於
家
。
塾
中
諸
彦
。
匍
匐
排
難
。
倉
卒
解
紛
。
実
足
謀
数
年
之
安
。
蓋
朋
友
雖
有
通
財
之
分
。
腐
儒
愧
無
報
徳
之
姿
。
不
堪
感
激
。
僅
裁
一
絶
示
意
。
因
求
其
和
。
風浪散人残
七一
売
文
為
活
本
多
癡
令
室
倒
懸
今
斯
不
頼
諸
君
来
市
義
一
家
従
此
殆
流
離
杜
。
聞
斯
六
官
未
帰
詩
云
。
本
売
文
為
活
。
翻
令
室
倒
懸
。
先
生
常
患
學
者
溺
時
文
習
俗
。
密
勿
頽
風
。
遂
成
一
家
之
言
。
嘗
曰
一
生
文
字
。
託
東
坡
。
?先
生
、
常
に
学
者
の
時
文
習
俗
に
溺
る
を
患
ふ
。
密
勿
し
て
頽
風
を
さ
ん
と
し
、
遂
に
一
家
の
言
を
成
す
。
嘗
て
曰
く
、
一
生
の
文
字
、
か
に
東
坡
に
託
す
、
と
）
『
三
上
吟
』
で
は
「
密
勿
」
の
前
に
「
倍
」
字
あ
り
。
ま
た
「
託
」
を
「
托
」
に
作
る
。
信
斎
の
文
辞
に
蘇
東
坡
の
影
響
は
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
前
半
の
く
だ
り
は
、
文
学
表
現
は
別
と
し
て
、
貧
苦
に
あ
え
い
で
い
た
か
れ
が
必
ず
し
も
老
荘
の
虚
無
に
耽
溺
す
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
た
だ
こ
こ
だ
け
読
む
と
リ
ゴ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
道
学
者
流
に
も
思
え
る
が
、
碑
文
の
最
初
の
方
に
「
窮
を
憫
む
こ
と
も
亦
た
天
性
に
出
づ
」
の
く
だ
り
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
弱
者
救
済
を
は
じ
め
と
し
た
仁
政
を
理
想
と
し
て
お
り
、「
法
」
を
厳
守
す
る
が
た
め
に
窮
状
を
見
捨
て
る
ご
と
き
、
い
た
ず
ら
な
法
治
国
家
と
な
る
こ
と
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
か
れ
の
思
想
を
こ
こ
に
分
析
す
る
紙
幅
は
な
い
が
、
口
先
に
は
老
荘
の
味
わ
い
を
多
分
に
含
み
な
が
ら
も
、
現
実
生
活
の
動
態
や
細
部
を
坐
視
で
き
な
い
、
き
わ
め
て
陽
明
学
的
な
性
格
を
も
っ
た
宋
学
者
と
い
っ
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
風
浪
後
集
』
巻
三
所
収
の
「
擬
対
策
」
に
「
経
国
の
要
は
教
化
を
以
て
本
と
為
す
。
教
化
の
始
め
は
窮
民
を
以
て
最
と
為
す
。
刑
法
と
雖
も
偏
廃
す
べ
か
ら
ず
。
豈
に
教
化
人
に
淪
な
る
の
深
き
に
若
か
ん
や
。
文
王
の
治
た
る
、
人
々
を
し
て
各
お
の
其
の
老
を
養
ひ
、
其
の
幼
を
恤
む
な
り
。
不
幸
に
し
て
鰥
寡
孤
独
、
父
母
妻
子
の
養
無
き
と
き
は
尤
も
宜
し
く
憐
恤
す
べ
し
と
。
故
に
必
ず
以
七二
て
焉
れ
を
先
ん
ず
」（
原
漢
文
）
と
。
天
和
壬
戌
。
韓
客
來
聘
。
先
生
雖
不
相
見
。
然
唱
和
復
。
韓
客
大
服
。
?天
和
壬
戌
、
韓
客
来
聘
す
。
先
生
、
相
見
ず
と
雖
も
、
然
し
て
唱
和
往
復
し
、
韓
客
大
い
に
服
す
）
『
三
上
吟
』
で
は
「
先
生
」
以
後
が
「
先
生
雖
不
覿
面
。
復
酬
答
。
韓
客
大
服
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
天
和
二
年
壬
戌
の
韓
使
と
の
贈
答
は
、『
風
浪
集
』
巻
下
の
冒
頭
か
ら
、
先
方
の
詩
文
も
織
り
込
み
つ
つ
か
な
り
の
紙
数
を
占
め
て
お
り
、
信
斎
の
著
作
中
で
も
目
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
信
斎
は
遂
に
か
れ
ら
と
直
接
あ
い
ま
み
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
れ
の
「
書
唱
和
後
」（『
風
浪
集
』
巻
下
）
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
つ
つ
、
そ
の
経
緯
を
並
べ
て
み
れ
ば
次
の
ご
と
く
に
な
ろ
う
。
か
ね
て
通
信
使
に
会
見
し
た
く
思
っ
て
い
た
信
斎
は
、
一
行
が
い
よ
い
よ
江
戸
に
入
ろ
う
と
す
る
八
月
十
三
日
か
ら
藤
沢
で
待
ち
構
え
て
い
た
。
六
日
を
経
て
八
月
十
九
日
薄
暮
、
韓
客
一
行
は
藤
沢
の
宿
に
到
着
。
さ
っ
そ
く
刺
を
懐
に
し
て
宿
に
赴
き
、
学
士
ら
と
の
会
見
を
求
め
た
が
役
人
は
こ
れ
を
聞
き
入
れ
ず
、
あ
き
ら
め
き
れ
ぬ
信
斎
は
、
恐
ら
く
は
以
酊
庵
の
長
老
に
随
行
し
て
い
た
対
馬
西
山
寺
の
僧
「
常
師
」、
こ
れ
は
随
員
金
指
南
（
訳
官
）
の
日
記
『
東
日
録
』
に
よ
っ
て
、
梅
山
玄
常
な
る
西
山
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
僧
の
宿
所
に
赴
き
、
そ
の
仲
介
に
よ
っ
て
随
員
の
学
者
た
ち
へ
の
面
会
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
信
斎
と
こ
の
僧
と
の
、
こ
れ
以
前
の
交
流
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
師
は
歓
迎
し
て
く
れ
た
が
、
夜
も
更
け
て
い
た
の
で
今
す
ぐ
に
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
左
の
ご
と
き
刺
（
自
ら
の
素
性
を
書
き
添
え
た
贈
詩
稿
）
を
託
し
て
、
こ
の
夜
は
自
分
の
宿
に
帰
る
こ
と
に
し
た
。
風浪散人残
七三
奉朝
鮮
国
大
学
士
左
右
野
逸
仲
村
興
蓬
島
平
波
漢
使
船
西
風
靡
節
越
三
千
相
迎
郵
上
欲
題
句
道
路
唯
称
司
馬
遷
僕
東
武
野
人
也
。
姓
仲
村
氏
。
名
興
。
字
子
文
。
自
号
風
浪
散
人
。
所
居
称
市
霞
洞
。
学
斎
称
屠
龍
塾
。
齢
及
不
惑
。
未
嘗
仕
官
。
常
以
舌
耕
為
業
。
夙
聞
大
国
学
士
之
風
綵
。
不
任
恋
矣
。
従
官
使
来
此
駅
。
猥
献
家
帚
一
巻
於
左
右
。
以
助
一
。
幸
惟
不
吝
教
諭
。
而
俯
仮
数
字
之
判
。
則
珍
重
何
啻
九
淵
之
珠
哉
。
偏
欲
慰
平
生
之
落
魄
矣
。
左
右
到
武
府
之
日
。
将
候
起
居
於
旅
館
。
故
一
二
腐
語
。
恭
充
名
刺
。
以
達
寸
衷
焉
。
仰
冀
海
函
。
こ
こ
で
は
ま
だ
、
だ
れ
が
学
士
と
し
て
来
て
い
る
か
を
知
ら
な
い
の
で
、
宛
名
は
「
大
学
士
左
右
」
と
記
す
の
み
。
そ
れ
に
し
て
も
齢
不
惑
を
越
え
て
な
お
続
く
自
ら
の
「
落
魄
」
を
、
初
見
を
求
め
よ
う
と
す
る
人
に
吐
露
す
る
の
も
変
わ
っ
て
い
る
。
此
の
時
信
斎
は
四
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
明
朝
、
一
行
は
早
く
藤
沢
を
出
立
し
て
い
た
の
で
、
信
斎
も
ま
た
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
出
発
し
、
一
行
よ
り
先
に
江
戸
に
帰
り
着
き
、
江
戸
で
の
滞
在
先
で
あ
っ
た
清
澄
の
本
誓
寺
に
か
れ
ら
の
落
ち
着
く
の
を
待
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
行
が
旅
装
を
解
い
た
こ
ろ
、
再
び
公
館
に
玄
常
師
を
訪
ね
、
学
士
と
の
仲
介
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
師
は
不
在
、
信
斎
は
そ
の
日
も
む
な
し
く
帰
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
数
日
し
て
再
び
訪
ね
る
と
、
館
主
に
一
封
書
を
残
し
て
早
々
に
対
馬
に
帰
っ
た
と
い
う
。
封
の
中
に
は
学
士
と
し
て
来
日
し
た
製
述
官
成
（
進
士
、
字
伯
圭
、
号
均
館
、
海
月
軒
、
月
翁
、
虚
居
士
な
ど
）
の
次
韻
詩
に
正
洪
来
叔
（
字
世
泰
、
号
滄
浪
居
士
）
の
添
え
た
題
詞
の
書
か
れ
た
次
掲
の
詩
箋
が
入
っ
て
い
た
（
九
月
二
日
付
）。
天
和
三
年
刊
行
『
東
使
紀
事
』
に
よ
れ
ば
、
成
は
昌
山
の
人
、
こ
の
と
き
四
十
四
歳
で
あ
る
。
走
次
野
逸
公
示
七四
滄
波
遠
泛
木
蘭
船
客
到
蜻
洲
路
幾
千
刮
眼
新
詩
翻
入
手
始
知
詞
苑
漏
鶯
遷
季
秋
初
二
虚
書
詩
巻
之
後
云
南
天
九
月
雪
飛
花
。
為
有
巻
中
千
首
陽
春
歌
。
壬
戌
季
秋
朝
鮮
国
滄
浪
子
書
江
戸
で
は
さ
ら
に
国
禁
き
び
し
く
、
官
許
な
し
に
会
見
す
る
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
そ
の
間
信
斎
は
朝
鮮
通
信
使
ら
の
江
戸
で
の
活
動
を
、
手
を
拱
い
て
見
て
い
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
九
月
十
二
日
、
韓
使
一
行
が
い
よ
い
よ
帰
途
に
つ
く
。
あ
き
ら
め
き
れ
ぬ
信
斎
は
、
当
日
足
疾
が
ひ
ど
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
一
計
を
案
じ
、
後
を
追
う
よ
う
に
使
節
が
泊
る
神
奈
川
の
宿
に
詩
二
首
と
、
そ
れ
に
添
え
る
に
、
成
洪
二
氏
あ
て
の
扇
二
本
を
送
っ
て
み
た
。
疇
昔
。
西
山
寺
常
師
留
別
之
章
。
落
手
啓
函
。
両
学
士
見
恵
之
高
辞
也
。
吟
誦
数
四
深
感
。
豈
翅
海
已
耶
。
僕
何
不
幸
哉
。
昨
者
雖
到
藤
沢
駅
。
而
予
有
国
禁
不
能
通
言
。
今
者
雖
開
執
謁
路
。
而
偶
嬰
足
疾
不
能
拝
。
空
用
前
奉
答
謝
焉
。
遂
不
自
量
。
白
各
双
柄
。
恭
充
束
脩
。
以
献
因
兼
祝
西
路
萬
里
之
行
。
伏
冀
笑
納
。
孤
身
是
似
不
維
船
自
逐
高
風
無
遠
千
安
克
追
随
成
学
士
林
地
畔
挙
家
遷
三
島
悠
々
三
韓
船
清
波
濁
浪
定
斯
千
何
逢
詞
海
洪
才
子
激
起
枯
魚
乍
変
遷
不
得
達
諸
本
誓
寺
。
今
朝
発
一
丁
致
寸
心
。
誤
賜
回
章
。
行
李
在
于
金
川
藤
沢
両
駅
之
際
。
は
か
ら
ず
し
て
た
だ
ち
に
成
虚
か
ら
答
書
が
来
た
。
嬉
し
い
こ
と
に
、
そ
こ
に
は
信
斎
に
つ
い
て
最
大
級
と
も
い
え
る
賛
辞
が
連
ね
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
風浪散人残
七五
謹
謝
仲
村
公
不
佞
入
東
都
。
所
接
賢
士
大
夫
幾
至
数
百
余
人
。
先
唱
後
。
金
石
相
奏
。
至
其
舂
容
大
篇
寂
寥
短
章
。
有
如
荊
潭
之
。
衆
作
亦
至
千
百
余
首
。
而
於
其
稠
人
広
坐
之
中
。
窃
聞
当
世
詞
林
第
一
等
之
奇
才
碩
人
。
咸
以
仲
村
公
博
識
通
才
掉
鞅
於
翰
墨
場
中
。
得
与
木
順
林
整
宇
藤
士
峯
野
鶴
山
及
一
松
震
沢
諸
公
。
相
為
於
藝
苑
云
。
不
佞
準
擬
一
遇
仲
村
公
。
叩
其
玄
関
。
顕
聞
中
之
高
唱
。
而
拘
於
国
制
。
竟
違
望
履
深
切
衷
矣
。
今
以
返
夕
至
鹿
川
。
不
料
華
翰
帯
清
詩
而
来
。
又
従
以
便
面
二
把
此
行
贐
。
此
誠
不
世
之
高
裁
。
足
令
人
驚
動
。
底
事
也
。
忙
手
開
披
読
再
三
。
如
対
芝
眉
蒙
其
軟
語
之
津
々
也
。
遂
歩
瓊
。
兼
謝
贈
。
両
箇
清
風
至
客
船
一
佳
句
重
金
千
何
由
与
子
芳
隣
比
喬
木
聊
期
谷
鳥
遷
壬
戌
季
秋
朝
鮮
国
製
述
官
成
伯
圭
虚
居
士
走
稿
洪
滄
浪
適
以
病
臥
。
従
後
西
京
往
来
途
中
。
送
答
為
云
々
。
も
と
よ
り
信
使
に
共
通
し
た
外
交
的
褒
辞
で
あ
っ
た
が
、
信
斎
は
す
ぐ
さ
ま
次
の
ご
と
き
再
答
書
を
し
た
た
め
た
。
そ
の
文
面
に
は
か
な
し
い
ま
で
に
素
直
な
喜
び
が
躍
り
出
て
い
る
。
奉
成
学
士
侍
右
僕
曾
閲
貴
大
国
権
学
士
李
石
湖
之
文
辞
於
遺
稿
。
意
甚
偉
之
。
終
食
之
間
。
未
嘗
不
在
鉅
鹿
也
。
是
歳
壬
戌
之
秋
。
適
停
紫
蓋
於
東
武
本
誓
寺
。
僕
何
厚
幸
而
遇
此
良
会
也
。
而
草
之
士
於
高
門
。
如
天
如
帝
。
安
得
俄
頃
遂
披
雲
也
。
尚
頼
一
常
師
之
慈
恵
。
而
得
達
鄙
詞
於
坐
右
。
相
続
而
忝
被
恵
如
夏
楚
之
教
諭
焉
。
何
能
使
蓬
心
穢
腸
得
蕩
滌
於
筆
硯
之
間
哉
。
且
辱
猥
蒙
大
邦
之
品
題
。
而
今
而
後
。
期
為
一
邦
之
佳
士
耳
。
可
謂
吹
噓
之
妙
。
一
肉
於
白
骨
。
文
陳
之
雄
十
倍
於
曹
丕
矣
。
七六
昔
敝
邑
之
大
拙
翁
。
与
貴
国
之
権
学
士
唱
酬
於
西
京
本
国
寺
之
次
。
不
任
感
歎
乃
記
曰
。
吾
邦
之
騒
人
墨
客
。
誰
獲
当
其
詞
鋒
哉
。
誠
乎
詞
林
之
蔚
乎
。
雖
施
諸
中
華
可
也
。
而
況
敝
邑
乎
。
始
知
大
拙
翁
之
不
吾
也
。
回
之
后
。
不
堪
遥
憶
。
晨
昏
西
望
。
聊
修
短
楮
。
萬
惟
亮
。
倚
楼
数
暮
鴉
行
客
入
誰
家
布
帆
定
無
恙
風
師
護
返
前
聞
洪
先
生
有
霜
露
之
恙
。
震
艮
今
如
何
。
恐
煩
視
聴
故
不
奉
書
。
こ
こ
で
唱
酬
は
終
わ
る
。
そ
の
後
洪
滄
浪
の
書
が
到
来
し
た
形
跡
は
な
い
。
後
游
事
某
侯
。
直
言
規
戒
。
大
多
所
裨
。
?後
に
游
ん
で
某
侯
に
事
ふ
。
直
言
規
戒
、
大
い
に
裨
す
る
所
多
し
）
『
三
上
吟
』
に
は
「
直
言
規
戒
」
の
前
に
「
平
生
」
の
二
字
あ
り
。
こ
の
仕
官
の
こ
と
は
延
宝
五
年
の
『
風
浪
紀
行
』
か
ら
元
禄
四
年
二
月
の
自
叙
の
あ
る
『
霞
洞
集
』
ま
で
、
か
れ
の
著
作
に
見
え
な
い
。
よ
っ
て
そ
れ
以
後
の
、
ほ
と
ん
ど
晩
年
に
か
か
る
出
来
事
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
か
な
り
後
世
の
記
述
で
傍
証
の
必
要
あ
る
も
の
の
、
戸
田
乾
吉
著
『
久
留
米
小
史
』（
明
治
二
十
八
年
十
二
月
観
文
社
刊
）
の
、
藩
主
累
代
の
「
文
学
」（
儒
者
）
の
記
述
の
中
に
「
慈
源
公
ノ
時
、
中
村
信
斎
ヲ
聘
シ
月
俸
三
十
人
口
ヲ
賜
フ
」
と
あ
る
。
慈
源
公
は
第
四
代
久
留
米
藩
主
有
馬
頼
元
で
、
在
任
期
間
は
寛
文
八
年
か
ら
宝
永
二
年
（
一
六
六
八
〜
一
七
〇
五
）
だ
か
ら
、
信
斎
の
後
半
生
と
時
同
じ
い
。
か
れ
は
久
留
米
藩
士
中
村
又
左
衛
門
正
直
（
延
宝
五
年
卒
八
十
四
歳
）
の
四
男
正
恒
と
知
己
の
間
柄
で
あ
り
、
正
恒
は
他
家
に
就
職
し
た
兄
た
ち
を
差
し
置
い
て
有
馬
侯
臣
と
し
て
家
督
を
継
い
で
い
た
の
で
（「
中
村
風浪散人残
七七
氏
行
状
」、『
霞
洞
集
』
巻
三
所
収
）、
或
い
は
こ
の
関
係
が
は
た
ら
い
た
も
の
か
。
も
し
こ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
た
と
い
三
十
人
扶
持
の
賓
師
で
も
、
例
の
堂
々
た
る
態
度
で
、
自
宅
に
程
近
い
芝
赤
羽
の
久
留
米
藩
邸
に
伺
候
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
平
生
甚
愛
梅
花
手
栽
吟
逍
遥
。
?平
生
、
甚
だ
梅
花
を
手
栽
し
て
、
吟
逍
遥
す
る
を
愛
す
）
『
三
上
吟
』
で
は
こ
の
部
分
か
な
り
詳
し
く
描
写
さ
れ
る
の
で
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
く
。「
平
居
。
甚
愛
梅
花
。
所
居
手
種
梅
樹
数
株
。
号
花
巷
。
吟
遊
其
下
。
或
倚
杖
徐
歩
遊
寺
院
。
山
林
逍
遥
。
自
得
恰
如
浴
之
楽
」。
こ
の
春
風
駘
蕩
た
る
曾
点
や
林
和
靖
流
の
風
姿
が
、
信
斎
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
江
戸
前
期
の
儒
者
に
は
割
合
多
く
み
ら
れ
る
嗜
好
で
も
あ
る
。
そ
の
集
に
梅
花
詩
は
た
し
か
に
多
い
が
、
か
れ
の
事
歴
を
窺
う
本
稿
で
は
省
略
に
従
う
。
花
巷
な
る
別
号
は
こ
の
記
述
に
し
か
見
え
な
い
。
先
生
生
于
寛
永
辛
巳
九
月
。
没
于
元
録
辛
巳
八
月
。
嗚
呼
哀
哉
。
享
年
六
十
有
一
。
臥
病
曰
。
死
安
宅
猶
也
。
將
終
援
筆
。
題
曰
。
人
間
六
十
年
。
推
去
太
愴
忙
。
今
日
風
光
訣
明
朝
南
面
王
。
歴
三
日
而
葬
郭
西
廣
岳
禪
院
。
?先
生
、
寛
永
辛
巳
九
月
に
生
ま
れ
、
元
録
辛
巳
八
月
に
没
す
。
嗚
呼
、
哀
し
い
か
な
。
享
年
六
十
有
一
な
り
。
病
に
臥
し
て
曰
く
、
安
宅
に
死
す
る
は
猶
ほ
帰
る
が
ご
と
き
な
り
、
と
。
将
に
終
ら
ん
と
す
る
に
筆
を
援
り
、
題
し
て
曰
く
、
人
間
六
十
年
、
推
去
す
れ
ば
太
だ
愴
忙
た
り
、
今
日
風
光
訣
れ
、
明
朝
は
南
面
の
王
た
ら
ん
、
と
。
三
日
を
歴
て
郭
西
広
岳
禅
院
に
葬
る
）
七八
『
三
上
吟
』
の
時
点
で
は
生
没
年
記
載
の
体
裁
が
ま
だ
確
定
で
き
て
お
ら
ず
、「
生
寛
永
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
歿
元
禄
辛
巳
八
月
二
十
四
日
」
と
欠
字
の
ま
ま
。
辛
巳
は
元
禄
十
四
年
で
あ
る
。
終
焉
の
日
付
は
結
局
墓
石
側
面
に
大
書
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
最
終
的
に
碑
文
で
は
「
八
月
」
と
の
み
刻
し
て
日
ま
で
入
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
墓
所
広
岳
院
の
場
所
「
郭
西
」
が
、
も
と
は
「
郭
南
荏
原
郡
」
と
具
体
的
に
な
っ
て
い
た
。
辞
世
の
詩
句
に
異
同
は
な
い
。
こ
の
絶
筆
は
『
荘
子
』
至
楽
篇
に
み
え
る
、
荘
子
と
髑
髏
の
夢
中
の
問
答
に
拠
っ
た
も
の
。
死
後
の
世
界
か
ら
現
世
に
戻
し
て
や
ろ
う
と
す
る
荘
子
に
対
し
て
、「
吾
れ
安
ん
ぞ
能
く
南
面
の
王
の
楽
し
み
を
棄
て
て
、
復
た
人
間
の
労
を
為
さ
ん
や
」
と
髑
髏
は
突
き
放
す
。
そ
の
南
面
王
た
ら
ん
と
従
容
と
し
て
逝
い
た
信
斎
の
姿
に
は
、
や
は
り
死
生
を
超
越
し
た
荘
子
の
面
影
も
漂
っ
て
い
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
つ
の
意
匠
と
し
て
の
老
荘
が
は
び
こ
っ
て
い
た
近
世
前
期
の
芸
文
界
で
、
そ
の
各
々
の
、
一
方
で
備
え
た
道
学
臭
と
の
折
り
合
い
の
付
け
方
は
、
初
期
の
林
家
一
門
も
含
め
て
更
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
思
想
史
上
の
問
題
で
あ
る
。
中
世
末
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
読
ま
れ
た
林
希
逸
註
の
老
・
荘
・
列
の
も
つ
禅
的
あ
る
い
は
宋
学
的
側
面
だ
け
で
よ
く
語
り
う
る
こ
と
で
は
な
い
。
信
斎
の
作
物
は
そ
の
格
好
の
材
を
提
示
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
所
著
將
傳
授
抄
。
本
朝
名
將
傳
。
風
浪
前
後
集
?
續
集
。
?著
す
所
、
将
略
伝
授
抄
、
本
朝
名
将
伝
、
風
浪
前
後
集
?
び
に
続
集
あ
り
）
『
三
上
吟
』
で
は
、「
所
著
有
将
略
伝
授
抄
。
本
朝
名
将
伝
。
風
浪
前
後
集
。
霞
洞
集
?
続
集
」
と
、『
霞
洞
集
』
が
入
っ
て
お
り
、
碑
文
に
い
う
「
続
集
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
風浪散人残
七九
こ
の
う
ち
『
将
略
伝
授
抄
』
が
不
明
。
兵
学
書
で
あ
る
こ
と
は
書
名
か
ら
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
年
に
し
て
兵
を
語
る
こ
と
を
止
め
た
際
に
棄
て
ら
れ
た
著
作
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
気
に
な
る
の
は
、
信
斎
に
盛
ん
に
兵
書
の
深
奥
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
「
島
津
氏
」
な
る
人
物
に
（「
与
島
津
氏
序
」、『
風
浪
後
集
』
巻
三
）、
ま
た
、
幹
に
続
く
秀
才
で
あ
っ
た
門
下
の
南
図
南
が
軍
書
研
究
に
志
し
た
と
き
に
（「
与
南
図
南
序
」、『
霞
洞
集
』
巻
三
）、
い
ず
れ
も
「
和
字
鈔
」
な
る
自
著
を
授
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
七
書
の
要
諦
を
仮
名
に
和
ら
げ
た
も
の
の
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
の
だ
が
、
恐
ら
く
は
こ
れ
な
ど
が
『
将
略
伝
授
抄
』
に
あ
た
る
一
書
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
じ
軍
書
で
も
『
本
朝
名
将
伝
』
は
、
い
ま
で
は
『
扶
桑
名
将
伝
』（
内
題
）
と
し
て
残
存
す
る
も
の
に
相
当
し
よ
う
。
内
容
は
日
本
武
尊
か
ら
豊
臣
秀
吉
ま
で
の
、
日
本
史
上
軍
務
に
秀
で
た
人
物
三
十
六
名
の
漢
文
体
叢
伝
。
大
本
二
冊
で
、
刊
記
に
は
「
延
宝
五
年
丁
巳
五
月
、
本
石
町
一
町
目
河
岸
、
本
屋
七
郎
兵
衛
板
行
」
と
あ
る
。
題
の
貼
ら
れ
た
本
を
ま
だ
寓
目
し
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
外
題
が
こ
の
『
本
朝
名
将
伝
』
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
風
浪
集
』『
風
浪
後
集
』
そ
し
て
『
三
上
吟
』
に
も
挙
が
っ
て
い
た
『
霞
洞
集
』、
こ
の
三
書
が
信
斎
の
詩
文
集
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
以
前
に
『
風
浪
紀
行
』
半
紙
本
一
冊
が
あ
っ
た
。
東
海
道
の
品
川
か
ら
京
ま
で
の
行
程
を
四
十
九
首
の
名
所
詩
と
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
の
本
文
で
描
い
た
も
の
。『
風
浪
後
集
』
巻
二
に
は
、
こ
れ
ら
の
詩
を
改
作
の
形
で
収
め
、
そ
の
題
詞
中
に
「
予
、
昔
十
七
八
に
し
て
京
師
に
宦
游
す
。
時
に
紀
行
の
詩
若
干
首
有
り
」（
原
漢
文
）
と
あ
る
か
ら
成
立
は
明
暦
年
間
。
刊
記
は
な
い
が
末
尾
に
延
宝
五
年
付
け
の
識
語
が
付
さ
れ
、
刊
行
も
同
年
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
見
る
ほ
と
ん
ど
戯
詩
と
も
い
え
る
諸
作
の
出
て
く
る
背
景
に
関
し
て
は
、
南
畝
銅
脈
以
前
の
狂
詩
を
考
察
し
た
際
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
贅
し
な
い
（
宮
崎
「
国
風
・
詠
物
・
狂
詩
」、
語
文
研
究
五
十
六
号
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
）。『
風
浪
集
』
は
大
本
三
巻
三
冊
、
序
跋
は
な
く
、
最
終
丁
に
刊
記
「
貞
享
元
年
、
五
月
吉
辰
、
野
田
庄
右
衛
門
」。
上
中
巻
が
詩
で
構
成
は
分
体
、
下
巻
が
朝
鮮
通
信
使
と
の
贈
答
記
録
も
含
め
た
文
で
あ
る
。『
風
浪
八〇
後
集
』
は
や
は
り
大
本
三
巻
三
冊
で
、
巻
頭
に
「
風
浪
自
叙
」（
貞
享
五
年
）
を
置
く
も
、
筆
者
の
参
照
本
に
刊
記
は
な
い
。
巻
一
と
二
が
ほ
ぼ
分
体
の
詩
、
巻
三
が
文
。『
霞
洞
集
』
は
大
本
六
巻
三
冊
、
巻
頭
に
「
信
斎
自
叙
」（
元
禄
四
年
二
月
三
日
付
）
あ
る
も
、
こ
れ
ま
た
刊
記
は
見
ら
れ
な
い
。
構
成
は
例
に
よ
っ
て
巻
一
か
ら
二
が
分
体
詩
、
巻
三
が
文
。
そ
し
て
巻
四
か
ら
六
が
「
筆
林
」
と
題
さ
れ
た
読
書
雑
抄
で
あ
る
。
巻
六
末
の
自
記
ら
し
い
識
語
に
は
「
筆
林
若
干
条
。
応
某
人
索
所
筆
。
皆
遼
之
類
也
。
恐
受
嗤
於
当
世
。
然
尚
有
取
於
愚
者
一
得
。
余
悉
載
在
続
筆
林
」
と
い
う
か
ら
、
こ
の
続
編
も
用
意
さ
れ
て
い
た
と
思
し
い
。『
三
上
吟
』
に
い
う
『
霞
洞
集
』
の
「
続
集
」
と
は
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
指
す
か
。
本
集
に
お
け
る
典
拠
諸
書
に
つ
い
て
は
既
に
記
し
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
板
本
は
、
残
存
の
少
な
さ
や
刊
記
の
様
態
な
ど
か
ら
察
し
て
、
ほ
と
ん
ど
著
者
側
の
入
銀
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
か
れ
の
「
不
遇
」
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
生
男
二
。
長
和
。
次
正
知
也
。
?男
二
を
生
む
。
長
は
和
、
次
は
正
知
な
り
）
『
三
上
吟
』
で
は
こ
の
部
分
、「
長
女
嫁
于
人
先
歿
。
男
…
…
」
と
、
書
き
か
け
と
な
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
。
先
に
亡
く
な
っ
た
娘
が
い
た
こ
と
は
ま
だ
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
こ
の
男
子
二
氏
の
行
状
に
し
て
も
、
皆
目
つ
か
め
な
い
ま
ま
で
い
る
。
〇
風浪散人残
八一
以
上
が
碑
文
に
関
す
る
、
筆
者
の
覚
書
的
な
加
註
で
あ
る
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
信
斎
の
諸
作
を
、
そ
の
狂
詩
文
と
も
見
ま
が
う
ば
か
り
の
自
在
さ
に
よ
っ
て
、
漢
詩
文
の
表
現
史
的
な
興
味
か
ら
見
て
い
た
。
国
会
図
書
館
軒
文
庫
蔵
『
風
浪
集
』
は
大
田
南
畝
旧
蔵
本
で
（
文
化
十
二
年
五
月
の
識
語
あ
り
）、
多
く
の
書
き
入
れ
、
た
と
え
ば
下
巻
に
見
え
る
梶
原
景
信
な
る
孝
子
の
逸
話
（「
孝
子
伝
」）
に
は
『
鵞
峰
文
集
』
に
も
採
ら
れ
た
旨
の
指
摘
が
あ
る
な
ど
し
て
面
白
く
、
学
部
卒
論
執
筆
の
最
中
、
国
会
図
書
館
の
閲
覧
室
で
こ
れ
を
初
め
て
み
た
と
き
は
、
あ
た
か
も
南
畝
と
顔
突
き
合
わ
せ
て
同
書
を
品
評
す
る
か
の
よ
う
な
幻
想
に
襲
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
南
畝
が
、
江
戸
中
期
か
ら
み
れ
ば
狂
詩
ま
が
い
と
も
取
れ
る
信
斎
の
詩
を
ど
う
感
じ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
自
ら
の
戯
作
の
糧
と
し
た
形
跡
は
な
か
っ
た
か
な
ど
と
、
思
い
を
巡
ら
す
に
十
分
な
魅
力
的
題
材
で
も
あ
っ
た
。
文
章
に
し
て
も
、『
霞
洞
集
』
の
自
序
な
ど
に
み
る
、
異
様
な
自
己
省
察
が
、
妙
な
お
か
し
み
を
た
た
え
て
な
お
卑
屈
に
堕
さ
な
い
あ
り
さ
ま
は
、
中
期
以
後
の
狂
文
の
口
吻
に
も
似
て
、
し
か
し
ま
た
そ
の
粘
っ
た
感
じ
が
ど
こ
か
違
っ
て
い
る
。
典
雅
な
詩
文
集
の
巻
頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
こ
の
文
を
、
あ
え
て
訓
読
し
て
書
き
出
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
事
は
よ
り
分
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
（
ク
ソ
ム
シ
）
の
転
を
愛
す
る
人
は
、
其
の
臭
き
に
堪
へ
ざ
れ
ど
も
、
自
か
ら
お
も
へ
ら
く
蘇
合
も
及
ば
ず
、
と
。
東
海
先
生
の
述
に
於
る
や
亦
た
此
く
の
如
き
か
。
一
を
生
ず
る
毎
に
之
れ
を
し
、
之
れ
を
筆
し
て
積
み
て
巻
軸
を
成
す
。
豈
に
た
だ
筆
一
過
し
て
止
ま
ん
や
。
之
れ
を
彫
り
、
之
れ
を
刻
し
て
、
臭
き
を
萬
年
に
遺
さ
ん
と
欲
す
。
怪
し
む
こ
と
勿
れ
。
前
身
は
是
れ
蟲
に
し
て
、
今
化
し
て
臭
き
を
逐
ふ
の
夫
と
作
る
。
然
り
と
雖
も
易
に
曰
く
、
同
心
の
言
は
其
の
臭
蘭
の
如
し
と
。
若
し
後
世
、
同
心
の
人
有
ら
ば
、
こ
こ
に
お
い
て
六
鑿
の
塵
を
撥
し
て
香
界
臭
地
、
倶
に
忘
れ
て
猶
ほ
鼻
外
の
香
を
聞
く
者
有
ら
ん
か
。（
原
漢
文
）
八二
そ
れ
か
ら
大
学
院
に
進
学
し
、
中
川
文
庫
の
調
査
に
参
加
し
た
折
、
偶
然
こ
こ
に
紹
介
し
た
写
本
中
の
信
斎
墓
碑
銘
を
見
出
し
た
。
驚
い
て
写
真
だ
け
は
撮
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
就
職
し
て
居
を
東
京
に
移
し
て
か
ら
は
、
公
務
の
繁
忙
に
ま
ぎ
れ
て
放
擲
し
て
い
た
。
昭
和
六
十
二
年
の
春
日
、
や
っ
と
高
輪
の
広
岳
院
（
曹
洞
宗
）
墓
所
を
訪
ね
た
が
、
当
時
も
う
墓
石
は
影
も
形
も
な
い
。
後
日
お
寺
あ
て
に
手
紙
を
し
た
た
め
、
本
当
に
こ
こ
に
中
村
信
斎
が
葬
ら
れ
た
の
か
否
か
を
正
す
べ
く
、
過
去
帳
の
記
載
の
有
無
を
尋
ね
て
み
た
。
そ
し
て
広
岳
院
主
石
井
俊
雄
師
か
ら
の
返
書
（
昭
和
六
十
二
年
五
月
二
十
九
日
付
）
の
ご
教
示
に
よ
り
、
現
存
過
去
帳
中
、
中
村
家
関
連
の
記
述
は
次
の
三
霊
の
み
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た
し
か
に
信
斎
は
こ
の
広
岳
院
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
興
信（
斉ママ
先）
生
了
義
居
士
中
村
武
助
父
元
禄
十
四
年
辛
巳
八
月
廿
四
日
没
撻
木
貞
心
禅
尼
中
村
信（
斉ママ）
下
女
元
禄
十
六
年
癸
未
七
月
十
二
日
没
悟
山
了
心
信
女
中
村
武
助
母
正
徳
三
癸
巳
三
月
廿
六
日
没
了
義
居
士
が
信
斎
。
こ
の
中
村
武
助
が
長
男
の
和
で
あ
ろ
う
。
下
女
は
信
斎
の
側
室
か
。
夫
妾
二
人
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
、
そ
の
十
年
後
に
妻
も
逝
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
な
に
ゆ
え
こ
の
禅
院
に
葬
ら
れ
た
の
か
。
こ
こ
が
元
来
菩
提
寺
で
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
は
考
え
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
三
人
だ
け
と
い
う
の
で
は
、
そ
れ
を
断
ず
る
証
に
乏
し
い
。
い
さ
さ
か
気
に
な
る
の
は
、
こ
の
寺
院
が
鹿
島
藩
第
四
代
鍋
島
直
条
の
墓
所
で
も
あ
る
点
だ
ろ
う
か
。
偶
然
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
回
使
用
し
た
中
村
・
志
村
の
師
弟
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
が
祐
徳
神
社
の
藩
主
の
旧
蔵
書
中
に
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
す
べ
風浪散人残
八三
て
第
六
代
藩
主
鍋
島
直
郷
の
手
沢
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
信
斎
の
著
作
に
鍋
島
家
と
の
関
係
を
示
す
も
の
が
な
い
以
上
、
好
学
の
直
郷
と
、
こ
の
師
弟
と
の
間
を
結
ぶ
紐
帯
を
、
や
は
り
文
人
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
直
条
に
充
て
て
み
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
付
会
の
謗
り
を
ま
ぬ
か
れ
ま
い
。
こ
の
件
は
ま
た
後
日
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
朶
雲
賜
り
な
が
ら
二
十
余
年
も
の
間
、
そ
れ
を
眠
ら
せ
て
し
ま
っ
た
筆
者
の
怠
惰
を
、
広
岳
院
の
石
井
師
ど
う
か
お
許
し
あ
ら
ん
こ
と
を
。
ま
た
、
な
に
よ
り
も
底
本
の
閲
覧
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
祐
徳
稲
荷
神
社
、
ま
た
そ
こ
へ
の
通
路
を
絶
え
ず
つ
け
て
下
さ
り
、
ご
指
導
下
さ
っ
た
井
上
敏
幸
先
生
に
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。
末
筆
な
が
ら
、
朝
鮮
通
信
使
関
連
で
は
、
九
州
大
学
韓
国
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
な
ら
び
に
松
原
孝
俊
教
授
の
御
助
力
を
得
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
風
浪
残
。
長
い
風
露
に
耐
え
か
ね
て
、
東
都
の
墓
石
は
残ソコ
な
わ
れ
、
は
る
か
西
の
紙
碑
に
残ノコ
っ
た
。
標
題
は
そ
の
二
意
を
か
け
た
洒
落
の
つ
も
り
で
あ
る
。
八四
